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Ⅳ 選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 

１ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 

独立行政法人国立高等専門学校機構法（以下，(独)高専機構法）は高等専門学校の業務の範囲として「機構以外の

者から委託を受け，又はこれと共同して行う研究の実施その他の機構以外の者との連携による教育研究活動を行うこ

と」（(独)高専機構法第十二条三），「公開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供すること」

（(独)高専機構法第十二条四）を挙げている。 

上記，(独)高専機構法を踏まえ，本校の教育目標は「豊かな人間性を備え，社会の要請に応じて工学技術の専門性

を創造的に活用できる技術者の育成を行い，もって地域の文化と産業の進展に寄与すること」(本校規則集，第１章

諸規則，第１節学則，沼津高専の教育理念等に関する規則，第２条)を挙げている。また，本校の教育目標を具現化

するために本校第２期中期計画(平成21年4月1日から平成26年3月31日)「前文３。運営方針」に「人材育成，技術開

発を通して，地域社会や産業界へ貢献する」ことと，「社会に開かれた学校を目指し，学生の保護者，中学生，地域

住民，自治体及び企業に対して，本校の教育状況を幅広く広報する」ことが目標として明示されている。さらに中期

目標を達成するための具体的指針として，以下の事項が計画されている(第２期中期計画Ⅰ。１及び３の一部を抜粋)。 

 

(1) 中学生が沼津高専の学習内容を体験できるよう，入学説明会，体験入学及びオープンキャンパス等を充実させ，

特に女子学生の志願者増に向けた取り組みを推進する。 

(2) 地域共同テクノセンターは平成21年から５年間実施する「富士山麓医療機器開発エンジニアリング養成プログ

ラム」事業の運営を支援することにより，静岡県および静岡県東部地区における医工連携の中心となる機能の

強化を図る。 

(3) 小・中学校に対する理科教育支援の機会を増大するとともに，地域の小中学校との連携を強化する。 

(4) 満足度調査において公開講座の参加者の７割以上から評価されるように，地域の生涯学習機関として公開講座

の充実を図る。 

 

本校ではこのような中期目標を達成するために正規課程の学生以外に対して以下の教育サービスを実施している。 

 

① 公開講座 

② 出前授業 

③ 体験授業 

④ 資格（技能）修得を目的とした講座 

⑤ 研究生制度，科目等履修生制度，聴講生制度 

⑥ 図書館の一般開放 

 

以上の取り組みにより地域社会との連携を深め，地域の文化と産業の進展に寄与することが，沼津工業高等専門学

校の社会的存在意義を深めていく上で重要である。 
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２ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の

学生以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

本校では「１．選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る 

目的」に示した趣旨に基づき，正規課程の学生以外に対して教育サービスを実施している。平成 

18 年度以降に実施された内容について以下に事例を示す。 

 

① 公開講座 

本校では，正規課程の学生以外に対する教育サービスとして，実施要項に沿って毎年複数の 

  公開講座を開設し（資料Ｂ－１－①―１），広く一般から受講生を募集している。平成 22 年 

度は全 34 講座が開講された（資料Ｂ－１－①―２，３，４）。平成 22 年度公開講座の内容は 

ものづくり（14 件），パソコン・情報（９件），実験・体験（11 件）など多岐にわたる講座 

を提供しており，本校に求められる多様なニーズに応えられるよう計画している。 

 

 

 

 

 

 

 

資料Ｂ－１－①―１ 

公開講座実施要項（抜粋） 

【実施目的】 

(1) 本校が持っている専門的，総合的な教育研究機能を一般に広く提供することにより，社会的貢献及び

生涯学習の推進に寄与する。 

(2) 科学技術やものづくりに触れる機会を小中学生に広く提供することにより，理工系離れ防止及び受験

生確保に努める。 

【平成 22 年度公開講座実施におけるスケジュール】 

１月下旬 地域連携・研究支援委員会にて平成 22 年度実施方針を決定 

２月上旬 実施計画表の作成を教員へ依頼 

３月  実施計画表の取りまとめ 

４月  実施計画について，地域連携・研究支援委員会にて審議し，実施講座を決定 

５月  実施講座を総務委員会に報告 

  実施要項の作成を担当教員へ依頼 

  広報関係準備開始（ポスター・チラシ・ホームページ等） 

６月上旬 申込開始 

７月  各公開講座の実施 

 

（出典 総務課作成資料） 
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資料Ｂ－１－①―２ 

平成 22 年度公開講座一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料Ｂ－１－①―３ 

平成 22 年度公開講座実施要項例 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料Ｂ－１－①―４ 

平成 22 年度公開講座ポスター 

 

 

（出典 総務課資料） 
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② 出前授業 

沼津高専では，主に中学生の「科学への興味」を刺激し，「ものづくり」への関心を呼 

  び起こすことを目的に，「沼津高専出前授業」を行っている（資料Ｂ－１－①―５）。平 

成 22 年度は各学科より 26 テーマ用意した（資料Ｂ－１－①―６）。各教員の専門分野を 

中学生が理解できるように分かりやすく解説し，ものづくりを通して理科教育増進につな 

がる内容となっている。  

さらに上記テーマ以外に，校外で行われる科学関連イベントへ目的に合わせテーマを選 

定し出展している（資料Ｂ－１－①―７）。 

 

 

 

資料Ｂ－１－①―５ 

平成 23 年度沼津高専出前授業の案内 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料Ｂ－１－①―６ 

平成 22 年度沼津高専出前授業の授業名 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料Ｂ－１－①―７ 

サイエンスフェスティバル in る・く・る 2008（青少年のための科学の祭典第 12 回静岡大会）

への出展 

 

 

【場所と日付】JR 静岡駅南口のロータリーから歩道橋で入館できるという，非常に交通の便の良い場所に，「る・く・る」と

いう名前の静岡科学館があります。そこで夏に毎年行われるサイエンスフェスティバルに，今回出展いたしました。サイエ

ンスフェスティバルは，平成 20 年は，8 月の，2・3・16・17 の四日間開催です。この中で，私たちは 8 月 3 日(日)と，8 月

16 日(土)に出展しました。  

【全体の概要】静岡近辺の科学教育の一大イベントと言えるものでしょう。四日間で 1 万人を超える人出があるようで

す。年齢は小学校低学年を中心として，未就学児から中学生まで参加するようです。これに対して，「出店」（科学教育を

目的とした出展）は，毎日 20 ブースほど出ています。たいていは一回限りの出展ですが，私のように二回出展するブー

スもあり，全体で 70 程度の出展になります。出展時間は，10:00～16:00 です。  

【望月の出展】私の出展した題材は，「紙レコード」というものです。写真はその様子を示したものです。 

専攻科学生の，池ヶ谷君と望月君にも手伝ってもらいました。お子様達にも楽しんでもらえたと思いますが，むしろ保護

者の方や，博物館スタッフの方に受けていたような気がします。途中，小学生が，「新聞記者体験」ということで全ブース

を回り，当然私たちも取材していただいたのですが，それがどうなっているのか未だに分からないことだけが心残りです。  

【その他の出展】沼津高専からは，一般物理と，物質工学科からも出展がありました。そのお二つは，毎年のように出展

されているようでした。 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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③ 体験授業 

平成 21 年度より高専祭の開催に合わせて，ミニ体験授業を実施している（資料Ｂ－１－① 

―８）。実施の趣旨は，高専祭や同時に開催される本校進学説明会に出席した来場者（特に中 

学生とその保護者，家族，教諭など）にわかりやすく，かつ魅力あるミニ体験授業を受けて頂 

き，本校の受験の意志決定に資するとともに，各学科の特色を理解して頂くことである。高専 

祭開催中，各体験授業は数回実施することになっており，受講者はいくつかの授業を受講する 

ことができる（資料Ｂ－１－①―９）。 

 

資料Ｂ－１－①―８  

平成 22 年度 ミニ体験授業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課作成資料）  

 

 

資料Ｂ－１－①―９ 

体験授業の様子 

   

（出典 学生課作成資料） 
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④ 資格（技能）修得を目的とした講座 

平成 18 年度から平成 21 年度にかけて沼津市商工会議所が主催する「高専等を活用した人材 

育成事業」に参画し，地元中小企業の人材育成に貢献した。平成 22 年度は「ものづくり人材 

能力開発事業」を沼津商工会議所が主催し，本校は教育支援という立場から積極的に参画して 

いる（資料Ｂ－１－①―10）。また，平成 21 年度からは，静岡県の地域再生計画とタイアッ 

プする形で，文部科学省科学技術振興調整費：地域再生人材創出拠点の形成／「富士山麓医用 

機器開発エンジニア養成プロジェクト」が採択され，静岡県東部地域の中小企業の技術者を対 

象に，医用機器開発の中核技術者の人材養成事業として注目されており，現在，順調に運営さ 

れている（資料Ｂ－１－①―10，11，12）。 

 

資料Ｂ－１－①―10 

平成 22 年度 ものづくり人材能力開発事業 パンフレット 

 

（出典 沼津商工会議所経営支援課 受講申込パンフレット） 
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資料Ｂ－１－①―11 

富士山麓医用機器開発エンジニア養成プロジェクト リーフレット（おもて） 

 

 

 

（出典 富士山麓医用機器開発エンジニア養成プロジェクトリーフレット） 
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資料Ｂ－１－①―11 続き 

富士山麓医用機器開発エンジニア養成プロジェクト リーフレット（うら） 

 

 

 

（出典 富士山麓医用機器開発エンジニア養成プロジェクトリーフレット） 
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⑤ 研究生制度，科目等履修生制度，聴講生制度 

本校では，本校における継続的な研究・学習へのニーズに幅広く対応するために，学則によ 

り，正規課程以外にも研究生，聴講生，科目等履修生の制度を設けている（資料Ｂ－１－①― 

13）。また，沼津工業高等専門学校研究生規則（資料Ｂ－１－①―14），聴講生規則（資料Ｂ 

－１－①―15），科目等履修生規則（資料Ｂ－１－①―16）が定められている。 

 

資料Ｂ－１－①―12 

富士山麓医用機器開発エンジニア養成プロジェクト カリキュラム運営方針 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料Ｂ－１－①―15 

沼津工業高等専門学校聴講生規則（第２条まで提示） 

 

○沼津工業高等専門学校聴講生規則 

（昭和 56.6.24 制定）最終改正 平成 16.4.14 

(趣旨) 

第１条 この規則は、沼津工業高等専門学校学則(以下本校学則という)第 57 条に定める聴講

生について必要な事項を定める。 

(入学資格) 

第２条 聴講生として入学することができる者は、本校学則第１９条に定める入学資格のある

者とする。 

（出典 本校規則集） 

資料Ｂ－１－①―14 

沼津工業高等専門学校研究生規則（第２条まで提示） 

 

○沼津工業高等専門学校研究生規則 

（昭和 56.6.24 制定）最終改正 平成 16.4.14 

(趣旨) 

第１条 この規則は、沼津工業高等専門学校学則(以下「本校学則」という)第 56 条に定める

研究生について必要な事項を定める。 

(入学資格) 

第２条 研究生として入学できる者は、その研究事項について、高等学校を卒業した者、又は

これと同等以上の学力があると認めた者とする。 

（出典 本校規則集） 

資料Ｂ－１－①―13 

沼津工業高等専門学校学則（研究生、聴講生、科目等履修生及び特別聴講学生規定部分） 

 

第１１章 研究生、聴講生、科目等履修生及び特別聴講学生 

第５６条 本校において、特定の事項につき研究を志望する者があるときは、研究生として入

学を許可することがある。 

第５７条 本校所定の授業科目中、１科目又は数科目を聴講しようとする者があるときは、聴

講生として入学を許可することがある。 

第５８条 本校所定の授業科目中、１科目又は複数の授業科目を履修しようとする者があると

きは、科目等履修生として入学を許可し単位の修得を認定することがある。 

（出典 本校学則） 

http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0010_gakusoku.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0010_gakusoku.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0010_gakusoku.htm
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⑥ 図書館の一般開放 

   本校では，沼津工業高等専門学校図書閲覧細則が定められている（資料Ｂ－１－①―17）。 

本校図書館では地域社会貢献の一環として図書館の一般公開を行っており，希望者については 

図書の貸し出しを行っている（資料Ｂ－１－①―18）。 

 

 

資料Ｂ－１－①―17 

沼津工業高等専門学校図書閲覧細則（第２条まで提示） 

 

○沼津工業高等専門学校図書閲覧細則 

（昭和 46.9.1 制定）最終改正 平成 23.3.10 

 

第１条 沼津工業高等専門学校図書館運営規則第１５条に基づき沼津工業高等専門学校図書閲

覧細則を定める。 

第２条 沼津工業高等専門学校所属の図書（図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究

上必要な資料をいう。以下同じ。）を利用できる者は、次のとおりとする。 

(1) 本校教職員 

(2) 本校学生 

(3) 本校以外の者で図書館の利用を申し出たもの（以下「一般利用者」という。） 

（出典 本校規則集） 

資料Ｂ－１－①―16 

沼津工業高等専門学校科目等履修生規則（第２条まで提示） 

 

○沼津工業高等専門学校科目等履修生規則 

平成 10.2.18 制定 最終改正 平成 16.4.14 

(趣旨) 

第１条 この規則は、沼津工業高等専門学校学則(以下「本校学則」という)第５８条に定める

科目等履修生について必要な事項を定める。 

(入学資格) 

第２条 科目等履修生として入学できる者は、本校学則第１９条に定める入学資格のある者と

する。 

（出典 本校規則集） 

http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/1020_tosyokan-kisoku.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0010_gakusoku.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0010_gakusoku.htm
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（分析結果とその根拠理由） 

本校第２期中期計画に基づき，正規課程の学生以外に対する教育サービスが計画され，実施

されている。 

本校が有している専門的，総合的な教育研究機能を一般に広く提供することにより，社会貢

献及び生涯学習の推進に寄与する姿勢を堅持している。また，学外からの教育ニーズに対応で

きるよう公開講座，出前授業，体験授業，各種研修・セミナーが用意され，加えて，研究生制

度，科目等履修生制度，聴講生制度および図書館の一般開放を実施している。 

 

観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がってい

るか。また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

① 公開講座 

平成 19 年度から平成 22 年度の公開講座の実施講座数は毎年 30 講座前後，受講生数は 350

名程度であり，サービスの享受者数から本校の公開講座は相応な需要を得ている（資料Ｂ－１

－②―１）。特徴ある講座としては，本校近隣にある地元住民のシンボルとなっている潅漑用

池「門池」について，学科を越えた教員や地元自治会と連携し，地理・歴史・自然環境などを

学ぶ「門池環境調査隊！」などが挙げられる。 

本校で行った公開講座についてはすべてアンケート調査を行っている（資料Ｂ－１－②―

２）。加えて，平成 19 年度の受講生に講座の感想を調査したところ，約 90％以上が「大変良

資料Ｂ－１－①―18 

沼津工業高等専門学校図書利用案内 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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かった」または「良かった」と回答しており，概ね好評を得ている（資料Ｂ－１－②―３）。 

アンケート結果は，すべての講座担当者にフィードバックし，改善のための資料としている。

平成 21 年度は，講座担当者に次回に向けてより参考になるよう，質問項目（Ｑ５．良かった

点・つまらなかった点を記述させる質問，Ｑ６．難易度を答えさせる質問）を増やした。 

また，平成 21 年度の実施結果に基づいて地域連携・研究支援委員会にて問題点が整理され，

次年度開催に向けた改善点が示されている。たとえば，定員を満たさない講座の扱い，季節性

インフルエンザの流行等を考慮した実施時期，地方自治体広報誌および新聞各社に対する広報

時期等について検討が行われ改善策を示している。 

さらに，平成 23 年度は公開講座の目的の一つである「生涯学習の推進」に重点を移し実施

することになった。公開講座のもう一つの目的である「理工系離れ防止及び受験生確保」につ

いては 10 月の第一週日曜日に「中学生のための体験授業」として集中して行う方策を講じた

ところである。 

 

 

資料Ｂ－１－②―１ 

公開講座実施実績 

 

（出典 第９回地域連携・研究支援委員会，平成 22 年度公開講座実施報告書） 
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資料Ｂ－１－②―２ 

平成 22 年度公開講座アンケート例 

 

（出典 平成 22 年度公開講座「門池環境調査隊！」アンケート回答） 
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資料Ｂ－１－②―３ 

平成 19 年度公開講座アンケート集計結果（全 29 講座） 

 

（出典 総務課作成資料） 
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② 出前授業 

平成 22 年度は本校近隣の小中学校を中心に 25 回実施し，約 280 名の小中学生が受講し 

た。この中には過去数年において継続して依頼されている出前授業もあり，小中学校のカ 

リキュラムにおいても有益な内容と理解できる。また，実施した小中学校より，いくつか 

の出前授業では受講生徒の感想文等を受け取っており，概ね好評を得ている。 

本年度では本校教員と中学校教員が協力して行う出前授業が開催され，出前授業を通し 

た地域の小中学校との連携が強化された（資料Ｂ－１－②―４）。 

 

 

 

資料Ｂ－１－②―４ 

出前授業実施例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典        ） 
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③ 体験授業 

平成 22 年度高専祭にて開催した体験授業の参加総数は 417 名であった（資料Ｂ－１－ 

②―５）。多くの授業で定員を上回る参加者となり，サービスの享受者数から本校の体験授 

業は相応な需要を得ている。また，参加者にアンケート調査を行い，概ね好評を得ている（資 

料Ｂ－１－②―６）。 

 

 

 

資料Ｂ－１－②―５ 

平成 22 年度体験授業参加者数 

 

（出典 アドミッション委員会作成資料） 
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資料Ｂ－１－②―６ 

平成 22 年度体験授業 受講者アンケート集計結果例 

 

（出典 アドミッション委員会作成資料） 
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④ 資格（技能）修得を目的とした講座 

平成 18 年度から平成 21 年度にかけて沼津市商工会議所が主催する「高専を活用した人材育 

成事業」に参画し，平成 21 年度に外部評価を受けている。受講生及びその派遣企業に対する 

アンケートより，「技術・技能の取得や知識の向上に役立ったか」については受講者の 

88.7％，派遣企業の 87.5％が「とても役立った」または「まあまあ役だった」と回答してお 

り，概ね好評を得ている（資料Ｂ－１－②―７，８）。 

また，文部科学省科学技術振興調整費：地域再生人材創出拠点の形成／「富士山麓医用機器 

開発エンジニア養成プロジェクト」は平成 23 年９月に第一期生が修了予定であり，平成 23 年 

度より第三期生のプログラムが始まっている。平成 22 年度事業報告会でおこなわれたパネル 

ディスカッションでは，第二期生がパネリストとして参加し，医療機器分野に参入する上での 

心構え，法制度を理解できたことや，本養成プロジェクトを通して形成された人脈等について 

肯定的な意見が寄せられている（資料Ｂ－１－②―９）。 

 

資料Ｂ－１－②―７ 

高専等を活用した中小企業支援事業 受講生アンケート 

 

（出典 平成 20 年高専等を活用した中小企業支援事業 第２回外部評価委員会作成資料） 
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資料Ｂ－１－②―８ 

高専等を活用した中小企業支援事業 派遣元企業アンケート 

 

（出典 平成 20 年高専等を活用した中小企業支援事業 第２回外部評価委員会作成資料） 
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⑤ 研究生制度，科目等履修生制度，聴講生制度 

平成 18 年度から平成 22 年度の研究生，科目等履修生及び聴講生の受入は少人数であるが実

績がある（資料Ｂ－１－②―10）。 

研究生および科目等履修生について組織的な満足度調査は行っていないが，研究生には必ず

指導教員を配置し，当該研究生のニーズに可能な限り応じている。また，科目等履修生につい

ては，正規課程の学生と同様の授業アンケートを行い，各担当教員が授業アンケート結果を踏

まえて対応している。 

 

 

 

 

 

 

資料Ｂ－１－②―９ 

平成 22 年度 事業報告会でおこなわれたパネルディスカッションの様子 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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⑥ 図書館の一般開放 

 平成 22 年度の本校図書館の学外利用者総数は 176 名であった。本校図書館は静岡県東部地

区の理工系高等教育機関として，理工系図書や学術論文等を所有しているものの，交通の便が

悪いなどの利便性に問題があった。平成 22 年度より沼津高専行きの路線バスが開通するなど，

学外利用者の増加が期待される。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

正規課程の学生以外の教育サービスが多数実施され，サービス享受者数も確保されている。

また，サービス享受者からも高い満足度が得られている。加えて，改善のためのシステムも機

能している。 

実施されている正規課程の学生以外に対する教育サービス（公開講座，出前授業，体験授業，

資格（技能）修得を目的とした講座，研究生制度，科目等履修生制度，聴講生制度，図書館の

一般開放）に対して受講者のアンケート調査が行われており，多くの享受者が満足の意を示し

ている。このため，活動の成果が得られていると判断できる。また，個々の教育サービスにつ

いて担当の委員会が報告書をまとめ，次年度にむけた改善策を審議している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

正規課程の学生以外に多くの教育プログラムを用意すると同時に，対象年齢や受講内容は幅広

く設定している点は優れている。 

 

（改善を要する点）  

該当なし。 

 

（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

本校の教育目標は「豊かな人間性を備え，社会の要請に応じて工学技術の専門性を創造的に

活用できる技術者の育成を行い，もって地域の文化と産業の進展に寄与すること」を挙げてい

資料Ｂ－１－②―10 

平成 18 年度～平成 22 年度 研究生，聴講生および科目等履修生受入実績 

研究生（人） 聴講生（人）
科目等（人）
履修生

備　考

H18年度 0 ～ 0 ～ 1 H18.4.1 ～ H19.3.31

H19年度 0 ～ 0 ～ 1 H19.4.1 ～ H20.3.31

H20年度 1 H20.4.1 ～ H21.3.31 0 ～ 1 H20.4.1 ～ H21.3.31

H21年度 1 H21.4.1 ～ H21.9.30 0 ～ 1 H21.4.1 ～ H22.9.30

H22年度 1 H22.4.1 ～ H22.9.30 0 ～ 0 ～

合計 3 0 4

研究生・聴講生・科目等履修生

研　究　期　間 聴　講　期　間 研　究　期　間

 

（出典 学生課作成資料） 
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る。また，本校の教育目標を具現化するために本校第２期中期計画に「人材育成，技術開発を

通して，地域社会や産業界へ貢献する」ことと，「社会に開かれた学校を目指し，学生の保護

者，中学生，地域住民，自治体及び企業に対して，本校の教育状況を幅広く広報する」ことが

目標として明示されている。 

第２期中期計画の目標を達成するために，正規課程の学生以外に対して①公開講座，②出前

授業，③体験授業，④資格（技能）修得を目的とした講座，⑤研究生制度，科目等履修生制度，

聴講生制度，⑥図書館の一般開放等の教育サービスを実施し，学外からの教育ニーズに対応し

ている。これら教育サービスの実施により，本校が有している専門的，総合的な教育研究機能

を一般に広く提供することにより，社会貢献及び生涯学習の推進に寄与する姿勢を堅持してい

る。 

平成19年度から平成21年度の公開講座の実施講座数は30講座前後，受講生数は350名程度で

あり，サービスの享受者数から本校の公開講座は相応な需要を得ている。同様に，出前授業お

よび体験授業についても実施小中学校から高い評価を得ている。実施内容については各委員会

にて毎年見直しを行っており，内容を常に審議する体制を整えている。平成18年度から平成22

年度の研究生，科目等履修生及び聴講生の受入は少人数であるが実績がある。研究生および科

目等履修生について組織的な満足度調査は行っていないが，研究生には必ず指導教員を配置し，

対応している。本校図書館は静岡県東部地区の理工系高等教育機関として，理工系図書や学術

論文等を所有しているものの，交通の便が悪いなどの利便性に問題があった。平成22年度より

沼津高専行きの路線バスが開通するなど，学外利用者の増加が期待される。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

目的の達成が良好である。 
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